
下
御
担
問
靭
車
中
椀
茶
話
舎
わ
り
、
十
月
十
六
日
に
は
在
京
悶
燦
舎
犯
念
参
拝
わ
り

十
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で
、
江
ノ
島
鎌
倉
横
須
賀
方
面
日
修
事
接
行

あ
り
、
十
｝
月
九
日
字
田
川
教
授
選
別
茶
話
舎
あ
り
、
十
二
月
五
日
舎
計
幹
事

宮
岡
君
依
願
免
職
ぜ
ら
れ
江
原
幹
事
策
任
宮
市
慣
す
、
十
一
年
一
月
十
一
日
新
年

茶
話
品
目
わ
り
、
二
月
十
六
日
宗
祖
降
誕
舎
に
於
て
は
全
校
各
教
室
の
室
内
接
飾

中
一
の
線
門
中
ニ
の
塚
原
三
味
食
中
三
の
徳
勝
章
子
中
四
時
宗
の
霊
夢
中
五
の

人
物
展
覧
合
高
金
の
ヨ
1

h

I
接
待
等
、
各
h
H

趣
向
か
二
ち
し
雨
天
ド
も
闘
也

？
非
常
な
盛
舎
で
あ
つ
れ
。
夜
間
の
余
興
苦
し
て
は
聖
典
劇
聖
者
の
半
生
、
佐

渡
即
時
瓜
阿
傍
房
障
問
伏
、
事
一
劇
世
尚
歳
題
目
、
商
洋
奇
術
、
歌
題
目
等
参
観
者
四
百
名

賀
に
稀
有
の
盛
況
で
あ
つ
れ
。
四
月
十
二
日
に
は
東
京
別
院
に
奉
行
ぜ
ら
れ
れ

法
主
小
泉
日
慈
和
倫
謝
恩
舎
に
太
岡
純
志
静
岡
義
法
ニ
君
出
張
多
列
L
穴
五
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
東
京
日
光
中
山
の
方
向
に
霊
跡
参
揮
の
春
季
修

撃
族
行
あ
り
、
七
月
五
日
清
水
教
授
遷
化
の
錫
め
本
葬
参
列
代
表
者
Z
し
て
結

城
端
光
万
波
議
泰
探
君
出
張
さ
れ
れ
、
九
月
一
日
に
は
奮
敬
頭
闘
本
龍
門
師
た

還
り
、
新
教
頭
宮
木
戎
車
問
師
寺
迎
へ
、
金
生
徒
、
設
深
支
院
、
深
敬
病
院
長
血
事

院
尚
訪
者
諸
氏
の
出
席
あ
り
、
叉
曲
学
院
の
抱
億
も
岡
市
一
一
府
の
基
硲
付
げ
ら
れ
わ
h

事
た
痛
感
し
れ
M

九
月
十
二
日
龍
口
法
雛
舎
茶
話
舎
並
幻
燈
晶
H
b
開
催
し
れ
、

十
月
四
日
に
は
臨
時
事
生
大
晶
H
4
申
開
き
秋
季
運
動
令
の
件
に
就
て
議
L
、
十
月

二
十
七
日
場
制
機
和
紀
念

Z
L
て
陸
上
運
動
舎
か
開
吾
、
大
身
的
に
楓
山
健
児

の
勇
猛
椅
準
振
り
ら
遺
感
な
く
俊
揮
し
れ
。
十
月
三
十
日
菌
学
制
安
和
五
十
年
式

典
執
行
、
十
一
月
十
一
日
入
瞥
者
石
黒
滋
然
君
秋
山
清
五
回
煮
立
一
行
集
君
串
林
泰
常

震
設
別
絞
話
舎
開
催
、
ナ
一
月
二
十
目
立
正
大
師
健
鋭
宣
下
舎
奉
迎
二
十
一
日

奉
安
大
法
令
等
で
あ
つ
れ
。

も
っ
さ
詳
細
の
事
件
か
報
導
す
る
の
は
鐙
然
で
あ
あ
が
、
数
報
my
民
報
紙
上

古
記
事
の
重
復
す
る
の
は
好
ま
し
い
事
で
な
い
か
ら
此
の
位
で
許
L
て
戴
い
て

此
の
第
二
港
第
一
時
臓
が
宗
雄
入
山
大
百
五
十
年
ま
い
ふ
嘉
辰
に
産
聾
奇
襲
げ
れ

世
守
口
、
の
み
な
ら
ず
二
月
十
六
日
の
裏
目
た
ト
し
て
費
刊
し
れ
事
に
、
何
等
か

の
意
義

z・
深
刻
な

Z
印
象
さ
か
思
ひ
敢
し
て
戴
き
れ
い
。
現
今
、
宗
教
謝

欝
術
問
題
の
渦
叩

ι、
何
物
私
見
出
さ
ん
さ
現
代
人
は
も
が
い
て
居
る
の
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
‘

事
師
は
「
聖
人
凡
化
よ
り
も
凡
人
事
化
」
さ
垂
制
さ
れ
て
居
品
。
私
達
青
年
信

侶
は
幾
多
の
醜
き
階
級
差
別
吉
、
政
略
闘
争
よ
り
脱
L
て
、
退
嬰
保
守
か
撃
退

ぜ
れ
ば
な
ら
ぬ
u

そ
う
し
て
儲
ゆ

5
0
う
な
白
提
言
、
腹
痛
な
気
分
戸
、
世
法

即
妙
法
の
霊
妙
疎
か
民

ι慢
験
ぜ
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
赤
童
】

講
演
部
か

ら

一一（100）一一

時
涯
の
趨
行
・
今
mv
兵
武
の
交
戦
其
の
跡
た
陰
し
、
方

ι舌
鋒
た
交
へ
て
・
其

の
俊
ぎ
た
制
あ
兵
和
戦
さ
な
つ
れ
。

惟
ふ
に
、
平
和
戦
自
ら
文
筆
、
言
論
の
ニ
訟
が
有
5
・
文
筆
の
効
願
亦
驚
歎

す
べ
き
で
有
る
が
一
六
ぴ
四
雄
一
た
墜
す
る
雄
鮮
の
快
起
ら
ぱ
文
筆
自
ら
第
二
位

に
隠
る
の
感
が
有
る
、
日
〈
彼
れ
は
間
接
的
、
消
極
的
で
右
て
、
此
れ
は
直
接

的
・
積
極
的
‘
寅
際
的
で
有
る
謂
つ
べ

L
雄
鮮
の
途
れ
る
其
の
範
臨
聞
く
・
其
の

用
多
な
り
さ
。

知
ら
ず
my
商瞬間
B
G
年
間
ア
テ
ヰ
の
志
士
デ
弔
ス
デ
キ
ス
が
、
雄
雌
府
守
揮
ひ

ゲ

B
1
F
の
危
急
か
救
は
ん

Z
L
M
商
犯
十
六
世
犯
に
守
山
F

チ
y
、
b
v
l
テ
ル

の
宗
教
草
征
の
叫
ぴ
叉
浩
げ
る
大
雄
婦
で
は
な
い
か
。
或
は
徳
待
、
言
論
、
政

治
、
文
撃
の
四
科
4

申
立
て
、
殊
・
雨
具
に
ア
Y

テ
ー
の
光
‘
暗
殺
告
人
道
の
馴
範
4

暗
示

し
れ
東
洋
の
哲
人
孔
夫
子
は
、
骨
同
時
の
周
や
し
て
、
天
下
島
統
一

d
Lめ
中
華

永
遠
の
計
守
番
ら
ん

Z
L
Kの
も
、
亦
雄
揖
聞
か
以
て
し
れ
で
は
な
い
か
a

覆
天

＠
大
事
併
陀
の
長
臨
圃
舌
は
法
昇
か
蔽
H
V

、
末
法
品
開
季
の
長
暗
か
照
被
d
B

る歯肉品開



の
典
藷
．
亦
雄
緑
の
菓
な
ら
ざ
る
は
な
い
、
大
聖
日
蓮
が
字
内
の
霊
元
大
島
扶

桑
凶
に
降
臨
在
し
て
、
凶
家
安
康
四
海
眼
抄
の
大
理
の
下
に
破
耶
顕
正
の
大
絶

叫
や
遊
J

ぼ
さ
れ
乃
至
、
六
十
年
の
御
生
涯
ら
綴
る
奥
貨
は
皆
之
れ
堆
鮮
の
貨
な

ら
ざ
る
は
な
い
っ
而
し
て
、
彼
の
錫
政
お
か
言
論
以
て
凶
家
否
官
界
か
左
右
し

或
は
三
戎
重
の
戯
論
迩
舌
、
ま
わ
h

山
川
草
木
の
自
然
鳴
乃
至
樹
問
村
践
に
噂

芯
寸
烏
の
撃
、
一
っ
さ
し
て
雄
燥
な
ら
ざ
る
は
な
い
、
あ
1
偉
な
る
哉
不
樹
三

寸
の
壬
口
頭
、
大
な
る
哉
線
論
遊
説
の
世
界
。
前
に
我
か
組
山
の
遊
子
は
、
一
世

の
仁
人
四
海
の
聖
お
れ
る
宗
祖
久
遠
の
流
線
か
汲
み
、
主
（
の
耕
賊
庶
術
日
h

べに

い
平
場
し
泊
々
一
慢
燥
の
怠
気
天
か
筒
、
今
回
、
止
稲
穂
の
舌
頭
縦
横
に
宇
宙
の
＋
工
程
た

論
述
し
て
倒
行
活
施
溢
湾
立
（
の
版
趣
お
知
ら
ざ
る
思
潮

ω濁
流
た
諸
問
h

押
収
一
の

清
流
に
化
し
・
妙
支
法
爾
の
大
光
ら
宣
揚
し
て
世
界
雄
鮮
の
猛
者
さ
な
り
、
宗

門
法
器
の
宵
一
た
後
揮
ぜ
ん
さ
し
て
居
る
o

刷
出
へ
、
延
儲
雄
燥
の
花
氏
方
に
閃
か

れ
、
驚
天
動
地
口
り
菓
か
結
ぱ
ん
さ
す
る
た
G

鷲
峯
開
悶
の
幕
民
間
か
れ
て
、
己
に
六
百
五
十
の
星
一
緒
か
終
大
租
山
本
化
の

雄
緑
は
、
社
ゐ
円
の
進
展
に
伴
ひ
、
主
（
の
文
化
に
相
和
し
、
久
速
の
生
命
た
把
持

し
て
、
世
間
叶
人
類
の
上
に
、
遺
感
な
く
貸
現
さ
れ
て
来
六
の
で
有
る
J

而
し
て

我
が
岡
山
河
川
合
講
演
部
の
長
足
の
進
歩
は
勇
猛
椅
紳
、
不
問
忠
心
の
健
児
に
依
り

表
現
さ
れ
れ
の
で
有
る
、
講
演
部
の
練
川
合
は
一
周
二
回
、
（
水
、
土
各
十
数
名

の
瀞
七
の
熟
鮮
に
連
れ
て
、
新
民
の
気
分
与
表
賢
一
し
、
耕
併
の
貨
か
挙
げ
て
店

5
0
の
み
な
ら
ず
、
毎
型
期
開
催
の
聯
A
H
縫
耐
明
大
台
は
、
本
化
削
問
悼
叶
の
娩
帥
叫
ら

吐
露
し
て
内
ち
大
教
的
に
、
外
Z
枇
合
的
思
怨
の
上
に
将
父
境
賞
に
向
っ
て
咲

い
れ
娩
併
の
恭
は
美
に
し
て
且
つ
大
な
る
か
見
る
け
父
高
等
部
牛
一
の
山
内
布
及

及
ぴ
巾
五
一
ゆ
パ
刊
汲
布
欽
（
本
妙
臨
師
仰
の
日
泊
庵
）
は
一
小
池
相
続
蓬
向
上
の
は
山
た
問
、
き
、

或
は
他
地
万
石
志
諸
彦
の
招
待
に
際
じ
幻
燈
携
帯
出
張
布
教
在
立

L
、
府
片
山
府
川

宗
賞
枇
bn
ド
新
生
命
た
付
奥
し
て
止
ま
な
い
の
で
布
る
。
然
か
し
陛
界
文
化
の

要
求

ι従
ひ
、
民
の
完
全
か
期
す
る
迄
に
は
、
品
同
幾
多
の
努
カ
さ
熱
誠
さ
ら
研
究

す
Z
は
勿
論
で
有
る
。
方
に
党
躍
の
歩
調
や
揃
「
穴
生
等
書
円
平
求
泣
殺
は
雄
静

の
賞
義
守
閣
明
し
て
、
本
化
的
理
溜
の
下
に
基
礎
付
げ
会
人
の
上
に
、
農
の
業

開
平
和
の
天
地
た
創
造
し
．
而
う
し
て
生
一
泊
の
安
定
や
奥
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね

是
れ
租
山
講
演
部
の
生
命
に
し
て
且
つ
五
日
人
の
責
の
存
す
る
所
で
有
る
。

今
大
正
十
一
年
度
己
降
の
延
獄
及
び
他
地
方
に
於
げ
る
講
演
布
致
の
賀
状
た

略
託
ぜ
ん
に
。

ム
ハ
月
廿
五
日
各
級
聯
A
Y
携
縛
大
合
同
俄
戸
於
ι
弘
事
院
議
合
）

開

合

之

僻

午

前

山

幹

事

法

華

終

主

義

の

後

陣

じ

立

ち

て

中

一

佐

藤

隆

感

君

愛

山

の

岡

山

中

ニ

森

島

見

薩

君

民

の

救

世

主

主

は

り

目

中

三

渡

漫

要

孝

君

久

遠

の

御

光

り

中

四

間

宮

感

慮

骨

羽

生

活

の

怠

義

中

五

佐

野

支

楽

君

原

始

併

殺

の

良

、

結

高

一

一

服

島

瑞

岳

君

過
度
期
に
於
げ
Z
吾

立

脚

高

二

太

田

純

志

君

来
る
べ
き
民
衆
運
動
さ
五
日
宗
徒
の
態
度
高
三
結
城
端
光
文

部

長

の

挨

校

鈴

木

教

授

間

合

之

静

江

原

幹

事

七
月
己
降
五
十
円
余
の
夏
季
休
岐
た
利
用
し
本
院
の
唾
託
に
依
り
出
張
議
山
は
た

な
す
。合

H

場

圃

1
1

－E
ハ
H
い

』
講
師

戸
耐
応
援

一一（101)-

九
州
長
崎
賂
及
川
山
地
方

自
八
月
上
旬
・
至
八
月
下
旬

本
向
学
院
教
搾
鈴
木
丈
一
号
士

本
曲
学
院
内
九
州
墜
友
舎



「

合

場

北

陸

各

方

面

4

期

間

白

七

月

下

旬

至

八

月

上

旬

』

講

師

本

同

学

先

輩

伊

藤

港

開

師

戸

際

援

本

曲

学

院

内

北

陸

間

宇

友

舎

同
夏
季
休
暇
中
、
白
八
月
五
日
至
七
日
三
日
間
左
の
名
士
ル
招
聴
し
於
本
院
大

議
品
町
抗
議
相
同
合
開
催
寸
。

法
華
経
の
榊
髄
Z
日

蓮

教

義

の

要

旨

清

水

龍

山

先

生

大

午

的

文

化

の

建

設

演

回

文

由

学

士

本
事
院
生
一
一
同
謀
議
す
。

九
月
廿
八
日
出
張
幻
燈
布
教

合
場
本
勝
西
八
代
郡
山
石
川
妙
現
寺
本
皐
院
出
身
小
林
宣
阿
佐
職
）

出

張

者

熊

士

高

二

戸

間

文

明

君

右

同

日

高

一

江

田

郎

亮

勇

君

合

場
出
張
者

十
月
十
日

合

場
出
張
者

十
月
廿
五
日

合

場
出
張
者

郡
内
静
川
材
石
畑
来
光
寺

鰭
土

中高
五三

宮結

問城

瑞
光
君

脂
樺
音
活

山
内
妙
石
坊
射
血
口
衆
甲
府
市
閣
参
七
十
余
名
）

線

士

高

ニ

岡

厳

修

君

同

太

田

純

志

君

高

一

一

一

島

瑞

岳

震

山
内
林
磁
坊

粗
削
士

官
同高

江戸

源問

文
明
君

菟
冒
貴
君

十
月
叶
一
日

合

場
出
張
者

十
一
月
六
日

合

場
出
張
希

本
郡
南
部
妙
成
寺

静
士

技
師

七
百
山
本
批

中岡高
四二

阿

波

修

万

太

田

純

志

君

原

智

跳

君

高

二

問

視

修

君

同

戸

田

文

明

君

岡

大

岡

純

士

山

君

同

漁

民

一

擁

君

高

一

野

崎

出

場

際

君

同

安

藤

教

会

君

本
曲
学
院
生
入
修
者
（
五
名
」
途
別
茶
話
合

第
二
悶
聯
令
雄
鮮
大
晶
官
（
於
本
由
学
院
講
堂
）岡

幹

事

今
白
地
智
浮
君

古

川

昏

善

君

秦

制

儲

行

君

森

泰

常

君

渡

溢

泰

深

宗

安

藤

恭

普

君

森

田

一

漉

君

結

城

瑞

光

君

鈴

木

教

授

十
一
月
十
一
日

間

廿

九

吋

関
晶
官
之
鰐

義
の
税
念

日
頃
の
怨

宗
教
よ
り
見
大

Z
労
働
問
題

曲
学
生
の
白
貸

吾
人
の
受
悟

閑
れ
れ
る
眼

勝
ち
の
哀
み
さ
弱
者
の
誇

吉
、
が
に
の
糸

齢
制
託
宗
門
内
部
に
動
く
二
大
思
想
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部
長
の
挨
惜
割

問
品
目
之
町
軒

十
一
月
三
十
日

合
場
組
府
間
幌
川
崎
町
法
光
寺
本
撃
院
出
身
小
屋
舜
正
郎
住
職
｝

出

張

者

熊

士

午

前

二

太

田

純

志

君

高
一
一
一
島
瑞
岳
君

技

師

中

四

以

智

仲

間

君

以
外
に
登
山
参
拝
岡
及
青
年
閣
に
お
仁
詩
演
布
教
ぜ
し
事
数
多
今
は
悉
皆
列
記

す
る
の
余
裕
な
け
れ
ば
略
す
。

終
り
に
先
輩
並
円
い
有
志
諸
彦
の
御
後
援
さ
合
員
一
一
同
の
熱
誠
と
た
以
て
講
演
部

の
盆
均
隆
盛
毅
展
の
程
た
切
望
す
。
以
上

F

鳴
月
記
）

i文i
i墜E
；音I~; 
：か！
；らi

太中

阿傑

事授

幹霊士

過
去
や
救
ふ
事
た
知
っ
て
未
来
お
救
ふ
事
島
知
ら
ぬ
も
の
や
、
未
来
や
救
ふ

事
た
知
っ
て
現
在
た
救
ふ
事
ら
知
ら
ぬ
や
う
な
諸
種
の
宗
総
間
同
が
、
相
靴
剖
仙
の

地
上
に
所
爽
ま
き
ま
で
列
べ
ら
れ
て
居
る
、
人
心
救
済
、
生
活
改
善
、
社
合
げ

化
、
此
等
が
宗
教
運
動
の
目
的
で
あ
り
理
想
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
の
宗
教
家

は
人
類
主
義
に
徹
ぜ
る
信
愛
か
表
安
し
な
く
て
は
．
光
り
輝
〈
宗
殺
生
命

ιは

閥
れ
得
な
い
。
伽
藍
例
数
の
叩
佃
咽
牌
寂
主
義
は
像
法
過
時
の
唯
物
、
個
人
解
脱
の

自
利
的
行
動
は
正
法
時
代
の
化
調
切
で
あ
る
、
今
に
し
て
五
日
＃
青
年
宗
欽
家
が
白

貸
し
な
か
っ
れ
ら
・
共
身
に
冥
き
よ
り
関
、
す

ι入
る
L
Z
し
れ
な
ら
ば
、
人
間

は
単
に
動
物
以
外
の
何
物
で
も
な
い
、
紬
附
や
仰
が
そ
が
由
暗
鬼
さ
し
て
何
の
銭
め

に
理
智
た
奥
へ
れ
の
で
あ
ろ
う
上
有
頂
か
ら
下
奈
終
に
住
む
五
回
阜
の
心
は
本

来
本
有
の
民
現
で
は
な
い
か
、
そ
こ
に
確
か
に
沈
ん
で
居
る
の
は
宗
教
の
民
髄

で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
の
法
性
か
し
っ
か
り
握
り
得
大
人
々
こ
そ
悌
陀
で
あ
り

聖
人
で
あ
る
、
J
訟
は
人
に
依
っ
て
栄
え
る
い
そ
う
花
宗
教
は
人
に
依
っ
て
現
は

れ
、
人
に
依
っ
て
培
は
れ
、
そ
う
し
て
人
か
養
ふ
て
く
れ
る
も
の
ピ
、
現
代
に

於
て
其
の
表
現
方
法
げ
い
こ
方
面
が
あ
る
。
一
は
緋
論
之
、
一
は
文
部
平
で
あ
る
、

今
緋
論
の
償
催
与
一
五
h

押
す
る
場
合
で
は
な
い
が
、
批
剣
は
針
立
的
に
ぜ
れ
ば

な
ら
ね
、
い
門
出
品
な
見
解
か
も
知
れ
ぬ
が
、
刊
持
論
は
惜
慣
に
空
間
的
（
十
方
の
所
産

で
空
の
も
の
で
・
文
筆
は
竪
に
時
間
的
ニ
ニ
世
〉
の
も
の
で
有
で
あ
る
、
然
ら
ぱ

存
在
さ
償
制
帆
に
於
て
い
づ
れ
が
時
代
ル
大
多
に
支
回
し
活
動
し
準
化
し
行
〈
か

時
さ
場
A
H
に
依
っ
て
其
の
優
劣
は
決
し
難
き
も
・
共
の
根
本
は
文
筆
に
依
っ
て

償
値
づ
げ
ら
る
、
事
は
明
白
な
る
事
官
一
で
あ
る
“
品
町
長
諸
震
が
租
山
の
蝕
附
筆
か

白
ら
一
は
、
、
る
の
慨
は
あ
る
が
、
は
穴
し
て
そ
れ
が

λ
向
精
震
の
奥
扉
た
関
与
、
得

る
か
、
地
問
Z
文
Z
は
或
点
ま
で
一
致
Z
同
退
去
中
認
め
れ
ば
な
ら
ね
。
然
る
に
此

の
楼
榊
は
ど
う
が
、
余
り
に
紙
上
た
醜
く
す
る
や
う
な
苦
言
は
銭
し
得
れ
く
な

い
、
只
校
正
の
不
備
さ
編
輯
の
不
振
、
立
た
謝
L

氾
々
さ
諸
震
の
努
カ
Z
奮
闘

か
一
耽
る
ば
か
り
で
あ
る
。

毎
月
寄
乏
し
て
下
さ
る
書
籍
雑
誌
答
私
、
一
同
熱
心
に
拝
見
し
て
目
的
る
か
ら

其
の
御
芳
名
ら
銭
し
、
度
み
て
謝
意
や
表
し
よ
う
、
大
崎
血
予
報
ヘ
日
蓮
宗
大
曲
宇

殿
）
、
天
業
民
報
F

天
業
民
報
枇
殿
、
日
宗
新
聞
（
日
宗
新
聞
社
殿
V
J身
延
数
報

ハ
身
延
数
報
社
殿
】
、
雄
緑
、
太
陽
、
巾
央
公
論
、
現
代
、
解
放
、
改
造
、
判
明
白
川
軍

四
郎
殿
）
、
唯
て
費
醒
（
大
日
本
質
醒
開
殿
）
、
三
賀
（
森
江
書
店
殿
、
宣
明
庵

（
日
蓮
妙
龍
舎
殿
、
聞
の
敬
一
台
市
域
開
設
社
殿
ス
信
友
合
月
報
ハ
信
・
友
令
月
報

部
殿
て
あ
さ
ひ
（
大
阪
あ
さ
ひ
社
殿
て
俸
道
ハ
大
阪
停
泊
叫
閣
殿
｝
開
徽
天
業

民
報
位
殿
J

微
妙
へ
大
阪
願
正
護
河
合
本
部
殿
て
東
海
中
正
新
聞
、
佐
藤
天
洲

殿
〉
、
香
川
日
報
へ
黒
浮
松
南
殿
）
、
購
讃
雑
誌
の
中
に
無
時
光
、

A
円
掌
、
法
輩
、

中
撃
生
、
中
事
世
界
、
偽
数
曲
学
雑
誌
、
第
一
義
、
宗
報
、
密
宗
撃
報
、
例
数
研
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